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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
の
え

本
年
の
干
支
は
「

丙

う
ま午」
年
で
す
。「
丙
」
も
「
午
」

も
易
経
や
陰
陽
五
行
説
に
よ

る
と
、「
陽
」
と
「
火
」
を
象

徴
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

丙
午
は
、
太
陽
の
よ
う
に
明

る
く
、
前
へ
と
進
む
力
を
意

味
し
ま
す
。
馬
の
よ
う
に
前

向
き
に
駆
け
る
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
溢
れ
る
年
に
し
た
い
も
の

で
す
。

昨
年
２
０
２
５
年
は
日
本

国
際
博
覧
会
、「
大
阪
・
関
西

万
博
の
年
」で
あ
り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
無
事
に
安
全
・
安

心
に
閉
幕
で
き
た
事
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
万

博
の
成
功
は
、
大
阪
商
工
会

議
所
の
会
員
企
業
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の

多
大
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
は
、
会

場
に
集
っ
た
２
９
０
０
万
人

も
の
人
々
、
世
界
１
５
８
の

国
と
地
域
、
７
つ
の
国
際
機

関
、
民
間
企
業
、
そ
し
て
建

築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
会
場

で
働
い
た
数
万
人
の
人
々
、

彼
ら
彼
女
ら
が
、「
共
に
創
り

上
げ
た
」
博
覧
会
で
し
た
。

と
り
わ
け
意
義
深
か
っ
た
の

は
、
子
供
達
や
若
い
世
代
が

万
博
を
通
じ
て
、
見
て
、
触

れ
て
、
感
じ
た
こ
と
で
す
。

先
端
科
学
技
術
、
例
え
ば
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
を
使
っ
た

立
体
映
像
、
障
が
い
者
介
護

の
技
術
で
あ
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
フ
ェ

ロ
ー
浅
川
智
恵
子
氏
に
よ
る

Ａ
Ｉ
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
大
阪

大
学
澤
芳
樹
名
誉
教
授
に

よ
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や
心
筋
シ

ー
ト
に
よ
る
心
臓
の
再
生
な

ど
、
新
し
い
科
学
技
術
を
子

供
た
ち
は
見
て
、
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
子

供
た
ち
は
、
現
代
美
術
、
デ

ザ
イ
ン
、
建
築
、
そ
れ
ら
世

界
１
５
８
の
国
・
地
域
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
、イ
ベ
ン
ト
、

民
俗
芸
能
な
ど
文
化
や
芸
術

の
世
界
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。子
供
達
に
は
、

大
人
が
失
い
つ
つ
あ
る
感
性

や
、
人
生
や
世
界
を
想
像
す

る
大
き
な
力
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
万
博
は
子
供
た
ち
を

通
し
て
、
未
来
の
火
を
灯
し

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン

に
お
い
て
、
４
３
２
社
の
中

小
企
業
・
町
工
場
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
「
リ
ボ
ー

ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
共
催
、

支
援
し
ま
し
た
。
複
数
企
業

が
チ
ー
ム
を
組
み
、「
宙
に
浮

く
靴
」「
光
合
成
す
る
服
」「
開

閉
す
る
だ
け
で
発
電
す
る
ド

ア
」「
坂
で
も
水
平
を
保
て
る

車
い
す
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

な
ア
イ
デ
ア
や
技
術
革
新
を

駆
使
し
て
試
作
し
た
新
し
い

製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
展
示
は

大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

践
し
た
も
の
で
す
。
参
加
企

業
が
異
口
同
音
に
言
う
の

は
、「
他
社
の
人
々
と
共
同
作

業
し
た
こ
と
が
何
よ
り
良
か

っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
「
他
社
の
人
々
と
協
働

す
る
こ
と
で
、
物
事
に
は
こ

ん
な
や
り
方
が
あ
る
の
だ
と

初
め
て
知
っ
た
」「
互
い
の
会

社
の
強
み
・
弱
み
を
補
完
し

あ
う
こ
と
で
成
せ
た
」
と
い

う
声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

万
博
も
閉
幕
し
、
年
が
明

け
、
２
０
２
６
年
を
迎
え
ま

し
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ

の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
、

技
術
革
新
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
気
風
、
そ
し
て
共
創
の

流
れ
を
次
の
成
長
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
神
戸

商
工
会
議
所
、
京
都
商
工
会

議
所
と
も
協
力
し
、
新
た
な

「
共
創
」
の
仕
組
み
を
本
格

的
に
動
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。
万
博
の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
披
露
さ
れ
た
４
３

２
社
の
中
小
企
業
、町
工
場
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に

垣
根
を
越
え
た
多
く
の
企
業

と
共
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

技
術
革
新
を
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

一
人
で
は
何
も
で
き
な

い
。
一
人
の
力
は
た
か
が
知

れ
て
い
る
。
確
か
に
、
た
っ

た
一
人
の
ひ
ら
め
き
が
、
大

き
な
飛
躍
を
創
造
す
る
発
明

発
見
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
人
だ
け
の
世
界
に

留
ま
っ
て
い
て
は
、
前
に
道

が
開
け
な
い
。
そ
れ
を
役
に

立
つ
価
値
へ
と
高
め
る
に

は
、
多
く
の
人
々
の
協
力
が

必
要
で
す
。そ
の
力
を
結
び
、

前
に
進
め
る
協
力
の
形
が

「
共
創
」
で
す
。
目
的
・
目

標
を
立
て
、
内
部
思
考
に
固

ま
ら
ず
、
外
か
ら
の
意
見
を

自
由
に
取
り
入
れ
、
出
し
入

れ
で
き
る
。
そ
の
開
か
れ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
人
々
が
共

に
乗
る
船
の
こ
と
を
「
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
呼

び
、
大
阪
商
工
会
議
所
全
体

で
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
共
創
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
そ
の

仕
事
の
内
容
、
関
わ
る
人
々

の
個
性
に
よ
っ
て
、
様
々
な

形
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
な
に
わ
八
百
八
橋
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
阪

で
は
江
戸
時
代
か
ら
、
町
人

自
ら
が
橋
を
か
け
、
公
共
施

設
を
整
備
し
て
、
人
の
往
来

が
盛
ん
に
な
る
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
つ
く
る
」「
双
方
向

の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」「
共
助
の
精
神
」「
自
ら

率
先
し
て
始
め
る
こ
と
で
相

手
の
心
を
つ
か
む
」
こ
う
い

っ
た
気
質
は
、
現
代
に
生
き

る
大
阪
の
人
々
に
、
大
い
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１

８
７
８
年（
明
治
１１
年
）、
若

き
頃
、
明
治
維
新
の
志
士
と

し
て
国
事
に
奔
走
し
た
五
代

友
厚
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
会
員
企
業
同

士
や
、
会
員
企
業
と
行
政
や

大
学
等
々
を
つ
な
ぎ
、
国
内

外
の
人
と
人
の
間
に
「
橋
」

を
架
け
続
け
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
は
、
万
博
後
の

新
た
な
時
代
に
向
け
て
改
め

て
こ
の
役
割
を
強
く
意
識

し
、「
理
想
・
夢
と
現
実
を
繋

ぐ
、
現
代
の
橋
づ
く
り
」
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
会
員
の
大
多
数
を

占
め
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
皆
様
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
、
原
材
料
高
や

人
手
不
足
、
賃
上
げ
等
々
の

課
題
が
山
積
し
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
年
こ
そ
、
日
本
そ
し

て
大
阪
を
成
長
す
る
経
済
の

軌
道
に
乗
せ
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
大
阪
商
工
会
議

所
は
、
政
府
等
へ
の
政
策
要

望
は
も
と
よ
り
、
５
支
部
の

経
営
指
導
員
に
よ
る
経
営
ア

ド
バ
イ
ス
、
新
事
業
展
開
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
皆
様
の

お
役
に
立
つ
実
践
的
な
支
援

に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

２
０
２
６
年
。ま
さ
に�
や

っ
て
み
な
は
れ
�の
年
で
す
。

共
に
挑
み
、
共
に
創
り
、
次

の
大
阪
の
成
長
を
切
り
開
い

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
、
皆
様
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
右
２
人
目
か
ら
）
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
、
大
阪
・
関
西
万
博
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」、
ク
オ
リ
プ
ス
の
澤
芳
樹
取
締
役
最
高
技
術
責
任
者
、

大
商
の
井
内
摂
男
専
務
理
事
、
両
端
は
今
宮
戎
神
社
の
福
娘
�
１２
月
２３
日
、
大
商

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大
阪
の
産
業
や
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体

を
表
彰
す
る
２
０
２
５
年
の
「
大
阪
活
力
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
「
大
阪
・
関
西
万
博
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
を
選
出
し
た
。
社
会
的
課
題
を
解
決
に
導
き
、
未

来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
を
試
み
る
未
来
デ
ザ
イ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
に
は
「
ク
オ
リ
プ
ス

株
式
会
社
」
を
選
出
し
、
１２
月
２３
日
、
表
彰
式
を
大
商
で
開
い
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

「
大
阪
・
関
西
万
博
公
式
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

ミ
ャ
ク
ミ
ャ

ク
」
は
、
独
創
的
な
デ
ザ
イ

ン
が
、
強
い
発
信
力
と
愛
嬌

あ
ふ
れ
る
存
在
感
を
発
揮

し
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

�
顔
�
と
し
て
、
全
国
に
広

く
、
万
博
へ
の
関
心
と
期
待

を
高
め
た
功
績
が
評
価
さ
れ

た
。
未
来
デ
ザ
イ
ン
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
し
た
「
ク

オ
リ
プ
ス
株
式
会
社
」
は
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
世
界
初

の「
心
筋
シ
ー
ト
」の
開
発
、

治
験
、
そ
し
て
２
０
２
５
年

４
月
の
再
生
医
療
製
品
の
製

造
販
売
承
認
申
請
へ
と
、
実

用
化
に
向
け
た
着
実
な
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

表
彰
式
に
は
ミ
ャ
ク
ミ
ャ

ク
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
出
席
。「
万

博
で
の
経
験
や
感
動
を
、
世

代
を
超
え
て
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
、『
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
』
を
一
緒
に
創
り
あ
げ

て
い
く
始
ま
り
だ
と
思
っ
て

い
る
。
明
る
い
未
来
へ
一
緒

に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
語

る
と
会
場
は
大
き
な
拍
手
で

包
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ャ

ク
ミ
ャ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
手

が
け
た
山
下
浩
平
氏
か
ら
も

「
今
後
も
皆
様
の
心
の
ど
こ

か
に
残
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、

作
り
手
と
し
て
嬉
し
い
」
と

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

未
来
デ
ザ
イ
ン
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
賞
を
受
賞
し
た
ク
オ
リ

プ
ス
の
澤
芳
樹
取
締
役

最

高
技
術
責
任
者
は
、「
万
博
で

は
、
子
供
た
ち
が
目
の
色
を

変
え
て
ｉ
Ｐ
Ｓ
心
臓
を
見
て

く
れ
た
。
そ
の
ま
な
ざ
し
の

中
に
日
本
を
変
え
る
新
し
い

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビ
リオン「リボーンチャレンジ」に出展し
た企業の中から４社に万博の振り返りと
今後の展望を聞いた。

万博出展企業が展示商談会開催 �
万博出展の町工場が共創交流会 �

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

２３
日
、「
２
０
２
５
年
度
会
員

交
流
大
会
」
を
大
商
で
開
催

し
、
６
０
０
人
を
超
え
る
会

員
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
鳥
井
信
吾
会

頭
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
し
た

後
、
今
年
新
入
会
員
を
多
数

紹
介
さ
れ
た
組
織
基
盤
強
化

貢
献
者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
。講

演
で
は
、
建
築
家
で
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
安
藤
忠

雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
大
阪

を
盛
り
上
げ
る
〜
勝
利
の
方

程
式
は
自
分
で
つ
く
れ
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
験

や
建
築
作
品
に
つ
い
て
の
紹

介
も
交
え
な
が
ら
、
未
来
の

大
阪
へ
の
思
い
に
つ
い
て
言

及
し
た
。

交
流
会
に
は
２
５
０
人
が

参
加
し
、
交
流
を
深
め
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
年
会

社
を
設
立
し
た
が
、
大
激
励

い
た
だ
い
た
よ
う
な
感
慨
深

い
時
間
で
あ
っ
た
」「
経
験
豊

富
な
嘘
の
な
い
話
、
憎
め
な

い
皮
肉
や
裏
打
ち
さ
れ
た
実

力
、
大
胆
で
笑
い
が
絶
え
な

い
会
場
で
参
加
し
て
正
解
だ

っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

【
組
織
基
盤
強
化
貢
献
者
】

伊
藤
忠
オ
リ
コ
保
険
サ
ー
ビ

ス
、
永
和
信
用
金
庫
、
大
阪

シ
テ
ィ
信
用
金
庫
、
大
阪
信

用
金
庫
、
オ
フ
ィ
ス
ト
ゥ
ー

ワ
ン
、
関
西
み
ら
い
銀
行
、

蔵
持
技
研
、
西
優
、
大
同
生

命
保
険
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
、
Ｔ
・
Ｈ

保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険
、
南

海
電
気
鉄
道
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
、Ｆ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
、

Ｙ
Ｒ
Ｃ
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
事
業
所
名
五
十
音
順
、
敬

称
略
）

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
７
７

「さとしゃぶ」など
の食べ放題が大人気で
店舗数日本一を誇る和
食ファミリーレストラ
ン「和食さと」をはじ
め、グルメ回転寿司「に
ぎり長次郎」など、数々
の和食外食チェーンブランドを有する
ＳＲＳホールディングス。同社の重里
政彦社長が成長を続けていくための経
営戦略について講演する。
日 時 ２月１３日（金）１５：３０～１６：３０
場 所 大阪商工会議所
※同日１６：４０から同講演会参
加者限定の交流会を開く。
問合せ 会員組織担当

�６９４４・６９９０

重里政彦氏

大阪商工会議所は読売新聞大阪本社
と共催し、１月３０日に「グレーターミナ
ミ活性化シンポジウム～地域ブランデ
ィングの実践～」を高石市民文化会館
アプラホール（高石市）で開催する。
開会あいさつに続き、大商の遠北光

彦グレーターミナミ推進委員長（南海
電気鉄道会長兼ＣＥＯ）が「グレーター
ミナミ推進委員会の取り組み」につい
て説明。やまとごころの村山慶輔代表
取締役がインバウンドツーリズムをテ
ーマに基調講演を行う。パネルディス
カッションには、金庚美ＫＯＴＲＡ（大
韓貿易投資振興公社）大阪貿易館館長、
谷本順一高石商工会議所会頭（つぼ市
製茶本舗代表取締役）、西川昌伸一般財
団法人大阪はびきの観光局専務理事、
嘉名光市大阪公立大学大学院教授が登
壇し、グレーターミナミの活性化に向
けて議論する。午後２時３０分
～５時。
問合せ 地域振興部

�６９４４・６３２３

理想・夢と現実を繋ぐ、現代の橋づくりに取り組む
「浪速天満祭」サントリー美術館所蔵

�
開
会
あ
い
さ
つ
を
す
る
大
商

の
鳥
井
信
吾
会
頭
�
講
演
す
る

安
藤
忠
雄
氏
�
組
織
基
盤
強
化

貢
献
者
の
関
西
み
ら
い
銀
行
の

西
山
和
宏
社
長
に
感
謝
状
を
贈

呈
す
る
鳥
井
会
頭
（
右
）
�
い

ず
れ
も
１２
月
２３
日
、
大
商

大阪・関西万博のシンボル「大屋根リング」 �Expo 2025

き
っ
か
け

食
事
管
理
ア
プ
リ
を
始
め

て
満
１０
年
に
な
る
。
こ
の
ア

プ
リ
は
、
体
重
や
食
事
の
写

真
や
献
立
な
ど
を
記
録
す
る

と
、
Ａ
Ｉ
栄
養
管
理
士
の
未

来
（
み
き
）
さ
ん
が
、
栄
養

素
や
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
を
計

算
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
る
と
い
う
も
の
▼
そ
の
き

っ
か
け
が
と
て
も
ひ
ょ
ん
な

こ
と
で
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
パ

ロ
デ
ィ
版
「
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル

賞
」
だ
っ
た
。
３５
年
間
に
わ

た
っ
て
食
事
の
写
真
を
撮
り

続
け
た
ド
ク
タ
ー
中
松
氏
の

事
例
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
、「
食
事
の
写
真
？
」「
３５

年
間
も
？
」「
な
ん
で
？
」と

思
っ
た
の
が
最
初
だ
っ
た
▼

デ
ジ
カ
メ
が
生
ま
れ
る
前
の

現
像
必
須
の
フ
ィ
ル
ム
写

真
。
お
金
も
手
間
も
か
か
っ

た
だ
ろ
う
に
。
食
事
を
記
録

す
る
こ
と
に
何
の
意
味
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
な
ん
だ
か
無

性
に
や
っ
て
み
た
く
な
っ
た

▼
実
践
し
た
結
果
は
、ま
ず
、

食
事
の
カ
ロ
リ
ー
が
事
前
に

予
想
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
食
事
が
偏
る
と
未
来
さ

ん
が
、「
糖
分
が
多
い
」
と
か

「
脂
肪
分
が
過
剰
」
と
教
え

て
く
れ
る
。
そ
れ
が
意
識
付

け
に
な
り
、
お
や
つ
や
食
事

の
内
容
が
変
わ
っ
て
き
た
。

脂
肪
分
が
多
い
の
で
お
魚
生

活
を
実
践
し
た
ら
、
健
康
診

断
の
数
字
も
改
善
。
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
も
成
功
。
３５
年
に
は

及
ば
な
い
が
、
意
義
が
あ
る

と
実
感
し
た
。
行
動
の
き
っ

か
け
は
ど
こ
に
落
ち
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
。

（
＠
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

ビジネス講演会
�和食外食チェーン ＳＲＳホール
ディングス社長に学ぶ経営戦略�

グレーターミナミ活性化シンポジウム
～地域ブランディングの実践～

�特集�万博とその先へ �

ミャクミャクを表彰
大阪・関西万博公式キャラクター

大大阪阪活活力力ググラランンププリリ２２００２２５５

会員交流大会

安
藤
忠
雄
氏
が
講
演

６００
人
超
の
会
員
が
集
う

年
頭
所
感

大
阪
商
工
会
議
所
会
頭

鳥
井
信
吾

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

共
に
挑
み
、共
に
創
り
、

次
の
大
阪
の
成
長
を
切
り
開
く

未
来
デ
ザ
イ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
に

�
ク
オ
リ
プ
ス
�

２０２６年（令和８年）１月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９０（１）



大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
企
画
・
運
営
を
担
っ
た
「
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
出
展
企
画
推
進
委
員
会
」（
委
員
長
�
立
野
純
三
・
公
益
財
団
法
人
大
阪
産
業
局
理
事
長
／
大
阪
商
工
会
議
所
副
会

頭
）
は
１２
月
９
、
１０
日
、
大
阪
産
業
局
と
と
も
に
大
阪
・
関
西
万
博
の
出
展
品
・
技
術
の
展
示
商
談
会
「
万
博
リ
ボ

ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
キ
ス
ポ
」
を
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
催
し
た
。
同
９

日
の
夕
方
に
は
、
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
展
企
業
な
ど
が
集
う
交
流
会
を
開
い
た
。

同
展
示
商
談
会
に
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
で
高
い
人
気

を
集
め
た
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア

パ
ビ
リ
オ
ン
の
「
リ
ボ
ー
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
出
展
し
た

中
小
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
４９
社
と
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア

パ
ビ
リ
オ
ン
協
賛
企
業
５
社

が
出
展
。
万
博
出
展
品
の
ほ

か
に
も
、
既
存
事
業
の
技
術

な
ど
を
展
示
し
、
商
談
を
行

っ
た
。
各
週
の
展
示
を
取
り

ま
と
め
た
実
施
主
体
も
、
企

画
の
全
体
装
飾
や
製
作
物
な

ど
を
展
示
し
、
２
日
間
で
合

計
約
１
２
０
０
人
が
来
場
し

た
。交

流
会
に
は
、
立
野
純
三

中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
出

展
企
画
推
進
委
員
長
、
横
山

英
幸
大
阪
市
長
、
大
商
の
井

内
摂
男
専
務
理
事
、
リ
ボ
ー

ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
施
主
体
や

出
展
企
業
な
ど
、
約
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。

立
野
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
長
き
に
わ
た
り
、
一
致

団
結
し
て
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
る
。
万
博
出
展
を
通
じ
て

培
わ
れ
た
強
固
な
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の

礎
と
な
る
と
確
信
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

井
内
専
務
理
事
は
乾
杯
の

あ
い
さ
つ
で
「
リ
ボ
ー
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
披
露
し
た
技
術

を
社
会
実
装
ま
で
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。
大
商
も
京

都
や
神
戸
の
商
工
会
議
所
と

と
も
に
新
事
業
共
創
フ
ァ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
支
援
し
て

い
く
」
と
話
し
た
。

実
施
主
体
や
出
展
企
業
に

よ
る
ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
、

多
様
な
来
場
者
に
製
品
や
ア

イ
デ
ア
を
Ｐ
Ｒ
し
、
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
な
ど
、

万
博
出
展
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
効
果
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
大
阪
ヘ
ル

ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
出
展
し

た
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
た
め
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
韓
国
、
タ
イ
、
台
湾
、
ド
イ
ツ
、
モ
ン
ゴ
ル
の
６

カ
国
・
地
域
か
ら
海
外
企
業
７
社
を
大
阪
へ
招
聘
し
、「G

o
G
lobal

O
saka

〜
在
阪
中
小
企
業
海
外
展
開
支

援
事
業
〜
」
と
し
て
１２
月
９
〜
１０
日
、
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
業
と
の
商
談
・
交
流
・
視
察
を
実
施
し
た
。

リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

は
、
約
４
０
０
社
の
中
小
企

業
が
万
博
に
向
け
て
開
発
し

た
製
品
・
技
術
を
発
信
し
た

が
、
展
示
期
間
が
１
週
間
と

限
ら
れ
、
会
場
内
の
商
談
に

も
制
約
が
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
背
景
を
踏
ま
え
、
大
商
と

大
阪
産
業
局
は
、
万
博
を
機

に
高
ま
っ
た
世
界
か
ら
の
関

心
を
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
る
た
め
、
海
外
企

業
と
の
商
談
会
を
開
い
た
。

同
事
業
で
は
、
大
商
が
万

博
で
つ
な
が
っ
た
海
外
連
携

機
関
か
ら
推
薦
を
受
け
た
、

６
カ
国
・
地
域
の
海
外
企
業

７
社
を
招
聘
。
商
談
に
は
、

リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
展

企
業
２２
社
が
参
加
し
、
計
２８

件
の
商
談
を
行
っ
た
。

海
外
企
業
は
リ
ボ
ー
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
出
展
企
業
と
の
交

流
や
視
察
も
実
施
。「
ソ
フ
ト

産
業
プ
ラ
ザ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
Ｓ
」
や

リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
展

企
業
「
ク
モ
ノ
ス
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
」、コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
「FU

T
R
W
O

R
K
S

」な
ど
を
訪
問
し
、
大

阪
の
高
度
な
技
術
力
を
体
感

し
、
在
阪
企
業
と
の
協
業
の

可
能
性
を
探
っ
た
。

参
加
し
た
海
外
企
業
か
ら

は
、「
大
阪
企
業
の
高
い
技
術

力
に
魅
力
を
感
じ
た
」「
大
阪

企
業
の
部
品
を
使
う
こ
と

で
、
自
社
製
品
の
付
加
価
値

向
上
が
期
待
で
き
る
」
と
い

っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

�
万
博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
展
企
業
と
海
外
企
業
が
商
談
し
た
�
１２
月
９
日
、
大
阪
市
�
海
外

企
業
が
「
ク
モ
ノ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
視
察
し
た
�
１２
月
１０
日
、
箕
面
市

（
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
）
交
流
会
で
開
会
あ
い
さ
つ
を
す
る
大
商

の
立
野
純
三
副
会
頭
、
交
流
会
で
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
大
商
の

井
内
摂
男
専
務
理
事
、
約
１
２
０
０
人
が
来
場
し
た
「
万
博
リ
ボ
ー

ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
キ
ス
ポ
」、出
展
者
と
交
流
し
視
察

す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
右
）
�
１２
月
９
日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お

お
さ
か
（
大
阪
市
中
央
区
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

１１
〜
１３
日
、
マ
テ
リ
ア
ル
、

機
械
、
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
３
部
会
合
同
の
鳥
取
県
視

察
会
を
開
い
た
。

鳥
取
市
で
は
、
業
績
好
調

で
生
産
拡
大
を
図
る
ダ
イ
ヘ

ン
産
業
機
器
で
、無
人
倉
庫
、

配
送
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
、

ユ
ー
シ
ー
産
業
で
は
、
接
合

部
分
が
一
体
成
型
さ
れ
た
ホ

ー
ス
や
、
自
社
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
さ
れ
た
製
造
機
械
に
よ
る

生
産
現
場
を
見
学
し
た
。
米

子
市
で
は
、
王

子
製
紙
で
木
質

由
来
「
糖
液
・

エ
タ
ノ
ー
ル
」

の
量
産
化
に
乗

り
出
し
た
経
緯

に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
日
本

に
数
社
し
か
な
い
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
合
金
鍛
造
を
行
う
菊
水

フ
ォ
ー
ジ
ン
グ
で
は
、
焼
け

た
金
属
を
大
型
の
機
械
に
セ

ッ
ト
し
て
叩
く
様
子
を
視
察

し
た
。
境
港
市
の
航
空
自
衛

隊
美
保
基
地
で
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
イ
ラ
ン
か
ら
の
邦
人

国
外
退
避
を
支
援
し
た
Ｃ
―

２
輸
送
機
に
乗
り
込
み
、
コ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
も
含
め
、
機
内

を
視
察
し
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

記
念
撮
影
に
臨
む
松
本
將
マ
テ
リ
ア
ル
部
会
長

（
マ
ツ
六
社
長
、
前
列
左
か
ら
３
人
目
）、
有
光
幸

紀
機
械
部
会
副
部
会
長
（
有
光
工
業
会
長
、
同
４

人
目
）、
岩
波
清
久
機
械
部
会
長（
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ

会
長
、
同
５
人
目
）、
清
一
隆
・
ダ
イ
ヘ
ン
産
業
機

器
社
長（
同
６
人
目
）、
古
川
弘
成
マ
テ
リ
ア
ル
部

会
副
部
会
長（
阪
和
興
業
相
談
役
、
同
７
人
目
）、

武
内
敬
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
副
部
会
長
（
大

阪
ガ
ス
顧
問
、
同
８
人
目
）
�
１２
月
１１
日
、
ダ
イ

ヘ
ン
産
業
機
器
樟
原
工
場
（
鳥
取
市
）

大
阪
信
用
金
庫
と
大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月
１６
日
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博

の
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
身
近
な
課
題
や
世
界
の

お
困
り
ご
と
を
大
阪
の
町
工
場
が
解
決
し
ま
す
！
」
の
共
創
交
流
会
を
大
阪
信
用
金
庫

の
新
本
店
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
で
開
催
。
出
展
し
た
１９
グ
ル
ー
プ
・
７３
社
、
大
学
や

各
支
援
機
関
の
専
門
家
ら
約
９３
人
が
参
加
。
万
博
で
生
ま
れ
た
「
種
」
を
「
事
業
」
へ

と
昇
華
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
企
画
さ
れ
た
今
回
、
試
作
品
の
製
品
化
や
上
市

に
つ
い
て
発
表
や
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

６
日
、
近
畿
大
学
経
済
学
部

・
新
井
研
究
室
、
大
阪
信
用

金
庫
、全
但
バ
ス
と
共
同
で
、

「
貨
客
混
載
実
証
実
験
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
城
崎
温
泉
ツ

ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」
で

実
施
し
た
。

「
貨
客
混
載
」
は
旅
客
と

貨
物
の
輸
送
を
同
時
に
行
う

混
合
輸
送
形
態
の
こ
と
。
今

回
は
高
速
バ
ス
の
貨
物
室
に

載
せ
た
中
小
小
売
事
業
者
の

商
材
を
城
崎
温
泉
ま
で
運

び
、
販
売
を
行
っ
た
。

今
回
の
実
証
実
験
に
は
、

全
但
バ
ス
の
ほ
か
、
パ
ン
の

製
造
・
販
売
を
行
う
ダ
イ
ヤ

（
大
阪
市
生
野
区
）
と
出
汁

素
材
を
販
売
す
る
ヤ
マ
キ
ウ

（
大
阪
市
大
正
区
）が
参
加
。

バ
ス
事
業
者
の
貨
物
輸
送
で

の
売
上
増
加
の
可
能
性
、
中

小
小
売
事
業
者
の
地
方
で
の

販
路
拡
大
と
低
コ
ス
ト
で
の

輸
送
と
販
売
が
可
能
か
を
検

証
し
た
。

当
日
は
、
土
生
田
哉
豊
岡

副
市
長
が
訪
れ
た
ほ
か
、
多

数
の
観
光
客
や
地
元
住
民
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

ヤ
マ
キ
ウ
の
出
汁
を
試
飲
す
る

土
生
田
哉
豊
岡
副
市
長
（
右
）

�
１２
月
６
日
、
豊
岡
市

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
・
グ
リ

ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
目

的
に
、
１１
月
に
イ
ン
ド
で
開

か
れ
た
２
つ
の
展
示
会
に
参

加
し
た
。

１１
月
２４
〜
２５
日
に
は
、
ハ

イ
デ
ラ
バ
ー
ド
で
開
か
れ
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

「IC
O
N
N
SU
M
M
I

T

」
で
大
商
が
ブ
ー
ス
出
展

し
た
ほ
か
、
大
阪
・
関
西
の

魅
力
や
、
大
商
が
実
施
し
て

い
る
様
々
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

同
２６
〜
２９
日
に
は
、
ム
ン

バ
イ
で
開
か
れ
た
「G

ree
n
B
uilding

C
ongr

ess

」に
、大
商
を
通
じ
て
Ｔ

Ｓ
Ｋ
、
日
本
紙
交
易
の
２
社

が
出
展（
写
真
）。
環
境
規
制

が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
グ

リ
ー
ン
関
連
製
品
へ
の
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
イ
ン
ド

で
、
日
本
企
業
の
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
と
な
っ
た
。

大
商
は
、
今
後
も
イ
ン
ド

市
場
へ
の
参
入
を
目
指
す
企

業
を
支
援
し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０ こ

の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
な
ど
、
様
々
な
領

域
に
わ
た
る
身
近
な
課
題
や

お
困
り
ご
と
を
、
大
阪
の
町

工
場
の
力
を
結
集
し
て
課
題

解
決
し
、
市
場
性
の
高
い
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
。

万
博
最
終
週
の
１０
月
７
〜
１３

日
に
展
示
し
、
約
２９
万
人
が

来
場
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
、
大
阪

信
用
金
庫
の
�
井
嘉
津
義
理

事
長
は
、
万
博
で
生
ま
れ
た

ア
イ
デ
ア
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
収
益
化
し
、
地
域
の
雇

用
や
経
済
を
支
え
る
事
業
へ

と
育
て
る
こ
と
が
大
切
と
し

た
上
で
、「『
実
装
の
フ
ェ
ー

ズ
』
こ
そ
が
、
我
々
の
真
価

が
問
わ
れ
る
場
」と
述
べ
た
。

大
商
の
�
瀬
恭
子
副
会
頭

は
、「
万
博
は
皆
様
と
関
係
者

が
協
力
し
、
共
に
創
り
上
げ

て
き
た『
共
創
の
場
』。
１９
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
れ
も

社
会
課
題
の
解
決
に
資
す
る

素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
」

と
述
べ
、
事
業
化
に
向
け
た

連
携
を
呼
び
か
け
た
。

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
木
幡
巌
・
木
幡
計
器

製
作
所
代
表
取
締
役
、
鈴
木

一
樹
鈴
木
印
刷
工
業
代
表
取

締
役
、
山
川
考
一
ラ
イ
ト
タ

ッ
チ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
代
表
取

締
役
が
発
表
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
大
阪

工
業
大
の
皆
川
健
多
郎
教
授

が
司
会
し
、
小
泉
星
児
・
大

阪
ラ
セ
ン
管
工
業
社
長
、
塚

越
智
頼
・
東
洋
水
産
機
械
代

表
取
締
役
、
西
陽
介
・
プ
リ

マ
ー
ル
社
長
に
加
え
、
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
の
寺
岡
美
奈
氏

が
登
壇
。
今
後
の
事
業
展
開

や
大
手
企
業
と
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
活
発
な
交
流

が
展
開
さ
れ
、
新
た
な
共
創

の
可
能
性
が
見
受
け
ら
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
万
博

の
熱
意
が
冷
め
な
い
う
ち

に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

に
つ
な
げ
ら
れ
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
た
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

（
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
）
開

会
あ
い
さ
つ
を
す
る
大
阪
信
用

金
庫
の
�
井
嘉
津
義
理
事
長
、

大
商
の
�
瀬
恭
子
副
会
頭
、
記

念
撮
影
に
臨
む
万
博
の
出
展
企

業
・
グ
ル
ー
プ
交
流
会
の
参
加

者
�
１２
月
１６
日
、
大
阪
市

十
川
敬
二
氏
が
逝
去

大
阪
商
工
会
議
所
の
議
員

で
十
川
ゴ
ム
相
談
役
の
十
川

敬
二
（
と
が
わ
・
け
い
じ
）

氏
が
１２
月
２
日
、
逝
去
さ
れ

た
。
十
川
氏
は
、
１
９
９
６

年
１１
月
か
ら
議
員
を
、
２
０

０
４
年
３
月
か
ら
０９
年
１

月
、
１４
年
１１
月
か
ら
２３
年
１０

月
ま
で
常
議
員
を
務
め
ら
れ

た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月
１９

日
、第
２２
回
常
議
員
会
を
開
き
、

�
会
員
加
入
に
つ
い
て
審
議

し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、�「
く
う
ぞ
、万
博
。」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
�
販
路

開
拓
事
業
の
開
催
結
果
�
「
日

ア
セ
ア
ン
若
手
起
業
家
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
実
施
�
「G

o
G
l

obal
O
saka

〜
在
阪
中
小

企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
〜
」

の
開
催
�
２
０
２
５
年
日
本
国

際
博
覧
会
に
関
す
る
大
阪
商
工

会
議
所
の
取
り
組
み
に
関
す
る

報
告
書
	
「
大
阪
活
力
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
２
５
」
�
�
に
つ
い

て
報
告
し
た
。◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
５
０
６
、
団

体
１
０
２
５
、
個
人
７
４
７
２

の
合
計
３
万
２
０
０
３
と
な
っ

た
。

�身近な課題や世界のお困りごとを大阪の町工場が解決します！�
出展企業・グループが共創交流

万
博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
展
企
業

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
展
示
商
談
会

万万博博リリボボーーンンチチャャレレンンジジ

貨
客
混
載
の
実
証
実
験

６
カ
国
・
地
域
か
ら
７
社
来
阪

大
商
と
近
大

城
崎
温
泉
で

万
博
出
展
企
業
と
商
談
・
交
流

マ
テ
リ
ア
ル
、機
械
、化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
３
部
会

鳥
取
県
で
生
産
現
場
視
察

常常
議議
員員
会会
開開
くく

イ
ン
ド
市
場
参
入
へ

グ
リ
ー
ン
関
連
展
示
会
出
展
を
支
援

（２）２０２６年（令和８年）１月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９０
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新入・若手社員のためのビジネス文書＆メールの書き方講座新入・若手社員のためのビジネス文書＆メールの書き方講座新入・若手社員のためのビジネス文書＆メールの書き方講座新入・若手社員のためのビジネス文書＆メールの書き方講座
新入・若手社員にビジネス文書やメールの基礎を指導！新入・若手社員にビジネス文書やメールの基礎を指導！新入・若手社員にビジネス文書やメールの基礎を指導！

電話応対マナー徹底トレーニング講座電話応対マナー徹底トレーニング講座電話応対マナー徹底トレーニング講座電話応対マナー徹底トレーニング講座
会話録音機で「徹底的に」実践練習！自信を持って電話を取れる！会話録音機で「徹底的に」実践練習！自信を持って電話を取れる！会話録音機で「徹底的に」実践練習！自信を持って電話を取れる！会話録音機で「徹底的に」実践練習！自信を持って電話を取れる！

ビジネス会話力が身につく！わかりやすく伝える話し方を習得！ビジネス会話力が身につく！わかりやすく伝える話し方を習得！ビジネス会話力が身につく！わかりやすく伝える話し方を習得！ビジネス会話力が身につく！わかりやすく伝える話し方を習得！
若手社員のための正しい言葉遣いと適切な話し方講座若手社員のための正しい言葉遣いと適切な話し方講座若手社員のための正しい言葉遣いと適切な話し方講座若手社員のための正しい言葉遣いと適切な話し方講座

営業社員入門　お客様との距離を近づける　コミュニケーションＵＰ講座営業社員入門　お客様との距離を近づける　コミュニケーションＵＰ講座営業社員入門　お客様との距離を近づける　コミュニケーションＵＰ講座営業社員入門　お客様との距離を近づける　コミュニケーションＵＰ講座
営 業 の 基 本 ス キ ル を 徹 底 マ ス タ ー

ビジネスに必須のコミュニケーション能力・報連相の基本を習得する！ビジネスに必須のコミュニケーション能力・報連相の基本を習得する！ビジネスに必須のコミュニケーション能力・報連相の基本を習得する！ビジネスに必須のコミュニケーション能力・報連相の基本を習得する！
新入・若手社員のためのコミュニケーション入門講座新入・若手社員のためのコミュニケーション入門講座新入・若手社員のためのコミュニケーション入門講座新入・若手社員のためのコミュニケーション入門講座

「なぜか伝わらない」を改善！話し方講「なぜか伝わらない」を改善！話し方講座「なぜか伝わらない」を改善！話し方講座「なぜか伝わらない」を改善！話し方講座
話 す こ と が 苦 手 な 方 、 自 信 が な い 方 に オ ス ス メ話 す こ と が 苦 手 な 方 、 自 信 が な い 方 に オ ス ス メ ！話 す こ と が 苦 手 な 方 、 自 信 が な い 方 に オ ス ス メ ！話 す こ と が 苦 手 な 方 、 自 信 が な い 方 に オ ス ス メ ！

新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座
社会人としての基盤となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導！社会人としての基盤となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導！社会人としての基盤となる「ビジネスマナー」を１日かけて徹底指導！
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“ モ ノ づ く りモ ノ づ く り ”の 基 本 と 心 得 を 学 ぶの 基 本 と 心 得 を 学 ぶ ！“ モ ノ づ く り ”の 基 本 と 心 得 を 学 ぶ ！“ モ ノ づ く り ”の 基 本 と 心 得 を 学 ぶ ！
製造業新入・若手社員のための仕事とモノづくり基本講座製造業新入・若手社員のための仕事とモノづくり基本講座製造業新入・若手社員のための仕事とモノづくり基本講座製造業新入・若手社員のための仕事とモノづくり基本講座

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
経

営
者
・
経
営
幹
部
・
後
継
者

を
対
象
と
し
た
経
営
者
塾

「
大
商
稲
穂
塾
」
を
今
年
度

新
た
に
開
講
し
、
７
月
２
日

〜
１１
月
２６
日
、
９
社
９
人
の

受
講
者
が
全
８
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
修
了
し
た
。

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
す
風
土
醸
成
」「『
ら
し

さ
』
を
伝
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
各

回
異
な
る
講
師
を
招
き
、
講

義
と
交
流
を
交
え
て
実
施
。

受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

フ
ォ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
見
学
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
人
事
制
度
設
計
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
外
部
会

場
で
も
行
っ
た
。

受
講
者
か
ら
は
「
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
今
ま
で
考
え

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と

も
、
活
き
た
課
題
と
し
て
学

べ
た
」「
他
業
種
の
方
々
と
の

交
流
や
経
営
者
目
線
で
の
知

見
や
学
び
を
通
じ
て
自
分
な

り
に
意
識
改
革
で
き
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

同
塾
は
来
年
度
も
７
月
か

ら
開
講
す
る
予
定
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

２
１

修
了
書
を
持
っ
て
記
念
撮
影
に

臨
む
受
講
者
の
皆
さ
ん
�
１１
月

２６
日
、
大
商

�新入社員基礎講座
～社会人としての意識・マナ
ー・仕事の進め方を半日で習
得�
大阪商工会議所は、「新入社員基

礎講座」を開催する。
第１部では相良暁・大商副会頭

が新入社員へ期待を込めエールを
送る。第２部ではSORA―MON

の深野愼一社長が
社会人としての役
割や心構え、自立
型社員になるため
の考え方を解説す
る。さらに第３部
では、マネジメン
トサポートの上田玲子氏がすぐに
役立つ名刺交換や電話応対などの
ビジネスマナー、仕事の進め方、
コミュニケーションなどのポイン

トを指導する。
対象は新入社員、入社間もない

若手社員の方で、引率者
の聴講も可能。
日 時 ４月２日１３：００

～１７：００

�新入社員ビジネスマナー２日
間【徹底】講座
～社会人に不可欠なビジネス
マナーとスキルを徹底習得
大阪商工会議所は、「新入社員ビ

ジネスマナー２日間【徹底】講座」

を開催する。
新入社員にとって、信頼感を与

える応対の仕方や好感の持てる身
だしなみを正しくマスターするこ
とは非常に重要。
同講座では、社会人としての自

覚、顧客応対の基本・礼儀作法な
どのビジネスマナーと報告・連絡
・相談をはじめ、社会人としての
行動規範を２日間で徹底体得。
日 時 ４月６～７日、９～１０日

１０：００～１７：００
講 師 マネジメントサ

ポート専属講師

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員のためのコミュニケーシ
ョン入門講座」を開催する。
あいさつ、敬語、話し方、伝

え方、聴き方などのコミュニケ
ーションとともに、ホウレンソ
ウはビジネスの基本である。
同講座では、１対１、１対多

のコミュニケーションに慣れ、
ホウレンソウの基本を学ぶこと

で、上司に信頼
される社員にな
ることを目指
す。
講師は、マー

ブルイノベーシ
ョンの

松尾久美子代表取締
役。４月２２日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員のためのビジネス文書＆
メールの書き方講座」を開催す
る。
新入・若手社員がつまずきが

ちなビジネス文書やビジネスメ
ールについて、基本マナーとル
ールに沿って正確に伝わる文章
表現ができるよう、個人やグル
ープでの多様なワークを通じて

指導する。
講師は、ビジ

ネスプラスサポ
ートの小川恵美
人財育成プロデ
ューサー。４月
１６日午

前１０時～午後５時。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

２９
日
、
大
林
組
「
み
ん
ま
ち

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
と
の
連
携
で
、

初
の
女
性
起
業
家
応
援
イ
ベ

ン
ト
を
開
い
た
。

大
林
組
の
社
員
食
堂
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
日
本
生
命

淀
屋
橋
ビ
ル
（
大
阪
市
中
央

区
）
の
「
Ｏ
―
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」

を
会
場
に
、
飲
食
や
健
康
、

美
容
、
教
育
、
ク
ラ
フ
ト
な

ど
の
分
野
で
活
躍
す
る
創
業

間
も
な
い
女
性
起
業
家
１１
人

が
出
店
。
約
６０
人
の
支
援
者

が
参
加
し
、「
ど
う
し
て
こ
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
の
か
」

と
い
っ
た
起
業
家
と
支
援
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
ち
こ
ち
で
生
ま
れ
る
場

と
な
っ
た
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
あ
わ

せ
て
開
催
し
、
女
性
起
業
家

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
Ａ
Ｎ

Ｙ
Ｓ
�
Ｃ
Ｏ
代
表
取
締
役
で

実
業
家
の
川
崎
昌
子
氏
、
し

な
や
か
ラ
イ
フ
研
究
所
の
小

谷
晴
美
代
表
が
登
壇
。
リ
ア

ル
な
声
に
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
（
写
真
）。

出
店
者
か
ら
は
「
支
援
者

か
ら
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
課
題
や
改
良
点
が
発
見

で
き
た
」「
食
事
指
導
も
し
て

い
る
の
で
、
物
販
だ
け
で
な

く
ア
ド
バ
イ
ス
も
商
品
と
し

て
提
案
で
き
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
で
の
出

会
い
や
出
店
者
同
志
の
横
の

連
携
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
新
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る

よ
う
大
商
は
伴
走
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

◇
出
店
者
�
Ｅ
＆
Ｃ
サ
ポ
ー

ト
▽
サ
ロ
ン
ド
・
デ
ィ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
▽
喫
茶
ソ
マ
▽
Ｋ

ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
ｏ
ｈ
ａ
▽
輝
（
シ

ャ
イ
ン
）
▽
ト
ラ
ン
ス
ワ
ー

ル
ド
▽
ミ
ミ
ツ
ボ
ト
レ
イ
キ

▽
Ｕ
▽
マ
ネ
レ
ボ
▽
セ
ツ
コ

ダ
イ
エ
ッ
ト
▽
ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ

が
っ
こ
う

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

松尾久美子氏小川恵美氏

大阪商工会議所は、「『なぜか
伝わらない』を改善
話し方講
座」を開催する。
あなたの話を分かりにくくし

ている原因別に、２０年以上話し
方やプレゼンのトレーニングを
行なっているプロ講師が「わか
りやすくなった」と言われるた
めの話し方のコツを解説する。
講師は、日本プレゼンテーシ

ョン教育協会の
西原猛代表理
事。４月２３日午
前１０時３０分～午
後５時３０分。ワ
ンストップビジ
ネスセ

ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

大阪商工会議所は、「電話応対
マナー徹底トレーニング講座」
を開催する。
相手の顔が見えない電話応対

には、対面応対とは異なるマナ
ーやコミュニケーションスキル
が求められる。
同講座では、「録音機能のある

電話機」を用いて、「自分の声を
聴きながら」基本応対や難しい
ケースの電話、クレームの初期

対応なども含
め、録音・再生
を繰り返し、実
践トレーニング
を行う。
講師は才感知

創研究所の肥田
木恭子代表取締役。４
月１７日午前１０時～午後
５時。

肥田木恭子氏 西原猛氏

大阪商工会議所は、「製造業新
入・若手社員のための仕事とモ
ノづくり基本講座」を開催する。
同講座では、これから製造業

で働く新入・若手社員を対象
に、製造業に従事する者として
の「やりがい」や「仕事の基本」
「心構え」を座学だけではなく、
実際にレゴブロックによる装置
を作って動かす体験演習を通し

て、業務に活か
せる知識の習得
と意欲の向上を
図る。
講師はロボラ

イズの中谷光男
チーフ

コンサルタント。４月
２４日午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は、「若手社員
のための正しい言葉遣いと適切
な話し方講座」を開催する。
ビジネスにおいて言葉遣いと

会話力はとても大切で、言葉遣
いや関わり方によってはクレー
ムにつながる場合もある。
同講座では、豊富な演習を通

じて、ビジネスで必要となる言
葉遣いや様々な場面での会話力
を磨き、ビジネスシーンに合わ

せた適切な話し
方や伝え方がで
き、周りの協力
を得ながら仕事
に取り組めるよ
うに指導する。
講師は、Bala

nce Communionの服
部裕子代表。４月２０日
午後１～５時。

中谷光男氏
服部裕子氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

２
０
０
８
年
入
社
。
融
資
や
営
業
業
務

を
経
て
、
２２
年
に
同
社
初
と
な
る
年
中
無

休
・
相
談
特
化
型
セ
ブ
ン
デ
イ
ズ
プ
ラ
ザ

で
あ
る
「
セ
ブ
ン
デ
イ
ズ
プ
ラ
ザ
ら
ら
ぽ

ー
と
堺
」
の
所
長
に
抜
擢
。
開
設
準
備
か

ら
勤
務
体
制
の
整
備
、
本
部
や
近
隣
支
店

と
の
連
携
づ
く
り
ま
で
、
店
舗
運
営
を
築

き
上
げ
た
。
開
業
当
初
は
顧
客
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
、
月
１
回
以
上

の
資
産
運
用
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
約
１
年
半
で

２６
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。加
え
て
、

楽
器
店
と
の
子
ど
も
向
け
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
商
業
施
設
の
立
地
を
生
か
し
た

柔
軟
な
発
想
で
新
た
な
顧
客
層
を
開
拓
。

２３
年
度
下
期
に
は
来
店
客
数
が
同
年
度
上

期
比
で
約
３０
％
増
加
し
、
地
域
で
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

ま
た
、
年
中
無
休
の
シ
フ
ト
制
と
い
う

新
し
い
働
き
方
に
戸
惑
う
メ
ン
バ
ー
に
対

し
て
、
特
性
に
応
じ
た
役
割
分
担
と
小
さ

な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
で
主
体
性
を
育

ん
だ
。
２２
年
に
は
、
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
各

社
か
ら
選
抜
さ
れ
た
女
性
社
員
に
よ
る
経

営
直
轄
の
諮
問
機
関
「
り
そ
なW

om
e

n's
council

」
に
参
画
し
、
自
己
研
鑽

を
促
す
仕
組
み
を
提
言
。
提
案
は
２４
年
か

ら
開
始
し
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に

一
部
反
映
さ
れ
た
。

２４
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
を
受
賞

し
、
同
年
よ
り
現
職
。「
従
来
の
銀
行
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
を
元
気
に
す
る
企

画
に
挑
戦
し
た
い
」
と
語
る
。

大阪商工会議所は、「新入社員
ビジネスマナー１日【集中】講
座」を開催する。
同講座では、社会人としての

基礎となる心構えや、組織にお
いて求められる役割・行動を学
び、ビジネスマナーの重要性に
ついて理解を深め、言葉遣い、
来客応対・訪問、電話応対など、
実践演習を通じて基本マナーを

身につけ実践で
きるよう指導す
る。
講師はビジネ

スプラスサポー
トの川勝愛・人
財育成

プロデューサー。５月
８日午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は、「営業社員
入門 お客様との距離を近づけ
る コミュニケーションＵＰ講
座」を開催する。
営業の基本はお客様との関係

構築。長期的な取引になること
が多い法人営業では、信頼を得
ることが特に重要となる。
営業として必要な顧客への配

慮、コミュニケーションの取り
方、クレーム対応、顧客視点、

自社が提供して
いる価値などに
ついて統合的に
学ぶ。
講師は、Sma

rt Presenの新
名史典代表取締

役。４月２１日午前１０時
～午後５時。

川勝愛氏

新名史典氏

相良暁氏

▼詳細は
こちら

経
営
者
に
学
び
の
場

来
年
度
も
開
講

�
み
ん
ま
ち
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
�と
連
携
で

女
性
起
業
家
を
応
援

＜７４＞

女性リーダーたち活躍する

４、５月開催の講座・研修

仲窪 祐美 さん

関西みらい銀行
王子支店 支店長

柔
軟
な
発
想
で
地
域
に
活
力

２０２６年（令和８年）１月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９０（３）
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ネ
ス
開
発

代
表
取
締
役
社
長

石

金

正

己

象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

市

川

典

男

田
村
駒
株
式
会
社

相
談
役

市

川

政

彦

協
同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連
合

専
務
理
事

糸

井

弘

一

稲
畑
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

稲

畑

勝
太
郎

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ

代
表
取
締
役
会
長

岩

波

清

久

岩
谷
瓦
斯
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

上

羽

尚

登

小
泉
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

植

本

勇

江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

江

崎

勝

久

株
式
会
社
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役
社
長

大

川

博

己

株
式
会
社
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長

大
久
保

昌

利

株
式
会
社
大
西

代
表
取
締
役
社
長

大

西

寛

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社

常
務
理
事

岡

広

史

株
式
会
社
Ｅ
・
Ｃ
・
Ｒ

代
表
取
締
役

小
笠
原

通

晴

岡
安
商
事
株
式
会
社

会
長岡

本

安

明

株
式
会
社
心
斎
橋
ミ
ツ
ヤ

代
表
取
締
役
会
長

小

儀

俊

光

三
和
実
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

荻

原

奨

株
式
会
社
カ
サ
タ
ニ

代
表
取
締
役
社
長

笠

谷

昌

宏

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社

理
事加

藤

誠

大
阪
文
具
事
務
用
品
協
同
組
合

理
事
長

金

澤

利

治

レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ

川

本

洋

祐

ダ
イ
ダ
ン
株
式
会
社

専
務
執
行
役
員

西
日
本
事
業
部
長
兼
大
阪
本
社
代
表

北

村

広
外
志

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

顧
問工

藤

稔

コ
ク
ヨ
株
式
会
社

会
長黒

田

章

裕

大
阪
府
石
油
商
業
組
合

理
事
長

鴻

野

友
次
郎

鴻
池
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
執
行
役
員

鴻

池

忠

彦

株
式
会
社
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

社
主小

嶋

淳

司

株
式
会
社
フ
ジ
キ
ン

取
締
役
副
社
長

小

島

賢

亮

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

名
誉
会
長

小

谷

泰

造

大
阪
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

小

林

利

典

大
起
水
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

佐

伯

保

信

大
阪
運
輸
倉
庫
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

坂

本

克

己

小
野
薬
品
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

相

良

暁

サ
ラ
ヤ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

更

家

悠

介

株
式
会
社
デ
ィ
ー
プ
サ
ン
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長

重

延

賢

治

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

代
表
取
締
役
会
長

清

水

博

白
山
殖
産
株
式
会
社

取
締
役
社
長

白

山

�

近
電
商
事
株
式
会
社

取
締
役
社
長

城

山

聡

株
式
会
社
錢
高
組

代
表
取
締
役
社
長

錢

高

久

善

大
阪
市
商
店
会
総
連
盟

理
事
長

千

田

忠

司

大
阪
信
用
金
庫

理
事
長

�

井

嘉
津
義

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫

代
表
理
事
会
長

�

橋

知

史

双
日
株
式
会
社

常
務
執
行
役
員

関
西
支
社
長

�

濱

悟

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

辰

野

勇

辰
野
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

辰

野

克

彦

株
式
会
社
ユ
ニ
オ
ン

代
表
取
締
役
社
長

立

野

純

三

株
式
会
社
タ
ブ
チ

会
長田

渕

宏

政

株
式
会
社
カ
プ
コ
ン

代
表
取
締
役
会
長

辻

本

憲

三

塩
野
義
製
薬
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

手

代

木

功

大
阪
冶
金
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

寺

内

俊
太
郎

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

常
務
執
行
役
員

寺

川

和

宏

株
式
会
社
き
ん
で
ん

代
表
取
締
役
会
長

土

井

義

宏

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社

相
談
役

豊

田

喜
久
夫

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
副
会
長

鳥

井

信

吾

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

執
行
役
員

西
日
本
支
社
長

長

尾

和

彦

株
式
会
社
オ
ー
ジ
ス
総
研

顧
問中

沢

正

和

株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
社
長

西

村

貞

一

株
式
会
社
マ
ン
ダ
ム

代
表
取
締
役
会
長

西

村

元

延

株
式
会
社
関
西
み
ら
い
銀
行

代
表
取
締
役
社
長

西

山

和

宏

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

執
行
役
員

関
西
支
社
長

根

本

浩

二

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

野

村

卓

也

学
校
法
人
エ
ー
ル
学
園

総
長長

谷
川

惠

一

株
式
会
社
千
鳥
屋
宗
家

代
表
取
締
役
会
長

原

田

太
七
郎

株
式
会
社
り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東

和

浩

ヒ
グ
チ
産
業
株
式
会
社

顧
問樋

口

信

治

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
株
式
会
社

取
締
役
会
長

平

野

賀

久

株
式
会
社
広
瀬
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

�

瀬

恭

子

株
式
会
社
フ
ジ
オ
フ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
本
社

代
表
取
締
役
社
長

藤

尾

政

弘

阪
和
興
業
株
式
会
社

相
談
役

古

川

弘

成

北
港
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

古

谷

裕

子

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

取
締
役
会
長

本

荘

武

宏

岩
谷
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

牧

野

明

次

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

大
阪
支
店
長

松

井

規

代

マ
ツ
六
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

松

本

將

株
式
会
社
関
電
Ｌ
＆
Ａ

代
表
取
締
役
社
長

丸

田

輝

コ
ス
モ
建
物
管
理
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

南

昭

彦

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式
会
社

取
締
役
相
談
役

宮

川

恭

一

合
同
会
社
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
ェ
イ

社
長村

山

卓

丸
紅
株
式
会
社

執
行
役
員

大
阪
支
社
長

森

島

弘

光

江
綿
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山

田

陽
太
郎

弁
護
士
法
人
山
本
特
許
法
律
事
務
所

弁
理
士

山

本

秀

策

株
式
会
社
小
倉
屋
山
本

代
表
取
締
役
社
長

山

本

博

史

コ
ニ
シ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

横

田

�

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

芳

井

敬

一

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

吉

川

秀

�

近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

顧
問吉

田

昌

功

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

取
締
役
会
長

米

田

昭

正

住
友
商
事
株
式
会
社

専
務
執
行
役
員

国
内
担
当
役
員

関
西
支
社
長

和

田

知

徳

株
式
会
社
鴻
池
組

代
表
取
締
役
社
長

渡

津

弘

己

タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

渡

辺

岳

夫

カ
ナ
デ
ビ
ア
株
式
会
社

取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

桑

原

道

氏
名
五
十
音
順

謹
賀
新
年

２
０
２
６
年
正
月

大
阪
商
工
会
議
所
役
員
・
議
員
有
志
一
同

（４）２０２６年（令和８年）１月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９０
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セミナー・イベント 

足
も
と
１０
〜
１２
月
期
の
自

社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
（
「
上
昇
」

と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
下

降
」
と
回
答
し
た
割
合
を
引

い
た
指
数
）
は
２１
・
７
と
２

期
連
続
の
プ
ラ
ス
と
な
り
、

前
回
（
４
・
９
）
か
ら
プ
ラ

ス
幅
が
拡
大
。
大
企
業
の
自

社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
は
３２
・
１

と
過
去
最
高
値
と
な
り
、
中

小
企
業
は
１２
・
５
と
４
期
ぶ

り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

自
社
業
況
に
つ
い
て
「
上

昇
」
と
回
答
し
た
企
業
か
ら

は
、
日
米
の
関
税
合
意
で
先

行
き
の
不
透
明
感
が
減
少

し
、
受
注
回
復
の
兆
し
が
見

ら
れ
る
と
い
っ
た
声
や
人
手

不
足
対
策
で
自
動
化
・
省
人

化
関
連
商
品
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ
っ

た
。

一
方
、「
下
降
」
と
回
答
し

た
企
業
か
ら
は
、
円
安
に
よ

る
原
材
料
高
や
最
低
賃
金
上

昇
に
よ
る
原
価
高
を
価
格
転

嫁
で
き
ず
、
利
益
減
を
見
込

む
と
の
声
が
あ
っ
た
。

調
査
は
２
０
０
１
年
に
始

ま
り
、
今
回
で
第
１
０
０
回

を
迎
え
た
。
そ
こ
で
、
各
社

の
事
業
、
戦
略
な
ど
へ
の
影

響
が
大
き
か
っ
た
環
境
変

化
、
ま
た
今
後
重
要
と
考
え

る
項
目
に
つ
い
て
複
数
回
答

で
聞
い
た
。
過
去
２５
年
で
影

響
が
大
き
か
っ
た
環
境
変
化

は
、
働
き
方
や
消
費
行
動
の

変
化
な
ど「
人
々
の
価
値
観
」

が
最
多
（
３３
・
２
％
）
で
、

コ
ロ
ナ
禍
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
な
ど
の「
リ
ス
ク
事
象
」

（
２７
・
８
％
）、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
な
ど
の
「
人
口

動
態
」（
２６
・
４
％
）が
続
い

た
。
一
方
、
今
後
重
要
と
考

え
る
環
境
変
化
な
ど
は
、「
人

口
動
態
」
が
最
多
（
３６
・
５

％
）。人
工
知
能
や
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
「
技
術
革
新
・
技
術

進
歩
」（
３３
・
９
％
）、「
人
々

の
価
値
観
」（
２５
・
９
％
）が

続
い
た
。
企
業
か
ら
は
「
人

口
減
少
を
見
据
え
、
効
率
化

や
業
容
拡
大
で
、
市
場
が
縮

小
し
て
も
成
長
で
き
る
戦
略

を
実
施
し
た
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
関
西
経
済
連
合
会
と
共
同
で
四
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
経
営
・
経
済
動
向
調
査
」
の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
、
発
表
し
た
。
調
査
は
１１
月
１４
〜
２５

日
、
１
４
９
３
社
を
対
象
に
実
施
し
、
４
２
５
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１
月

１９
日
、「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
Ｎ
ｅ
ｏ
マ
テ
リ
ア
ル

／
モ
ビ
リ
テ
ィ
／
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
３
ク
ラ
ス
タ
ー
合
同
会

議
」
を
開
く
。

今
回
は
、「
自
動
運
航
船
」

を
テ
ー
マ
に
、
川
崎
重
工
業

が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
Ｅ
Ｖ
船

舶
向
け
推
進
シ
ス
テ
ム
と
安

全
離
着
岸
支
援
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

ま
た
、大
阪
公
立
大
学
が
、
衝
突
回
避
の
た
め
の
操
船
技

術
と
船
舶
の
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
の
開
発
動
向
に
つ
い

て
、浪
速
ポ
ン
プ
製
作
所
が
、

船
舶
の
軽
量
化
に
寄
与
す
る

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
舶
用
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。
各
社
は
協
業
に
向

け
た
技
術
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ

も
発
表
す
る
予
定
で
、
参
加

者
と
と
も
に
新
た
な
事
業
開

発
の
可
能
性
を
考
え
る
場
を

提
供
す
る
。

午
後
２
〜
５
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

と
共
同
で
、
大
阪
城
東
部
地

区
（
Ｕ
Ｒ
森
之
宮
ビ
ル
「
ほ

と
り
で
」
な
ど
）
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
実
証
実
験
を
公

募
し
て
い
る
。
公
募
期
間
は

１
月
３０
日
午
後
５
時
ま
で
。

先
端
技
術
な
ど
を
活
用
し

た
「
さ
ま
ざ
ま
な
く
ら
し
の

カ
タ
チ
」を
体
現
す
る
、特
に

地
域
課
題
解
決
や
地
域
住
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
に

資
す
る
提
案
を
歓
迎
す
る
。

１
月
１６
日
に
Ｕ
Ｒ
森
之
宮

ビ
ル
「
ほ
と
り
で
」
で
公
募

説
明
会
を
開
催
し
、
実
証
実

験
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学
も
実

施
す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
、
堺
商
工
会
議
所
、
大
阪
府
商
工
会
連
合
会
は
、
大
阪
府
内
す
べ

て
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
連
携
し
１２
月
３
〜
４
日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大

阪
市
中
央
区
）
で
「
大
阪
勧
業
展
２
０
２
５
」
を
開
い
た
。
２０
回
目
と
な
る
今
回
は
、

３
５
８
企
業
・
団
体
が
出
展
。
来
場
者
は
２
日
間
で
９
２
５
９
人
に
上
っ
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

１９
日
、
２
０
２
５
年
度
第
２

回
と
な
る
「
次
世
代
テ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム

Ａ
Ｉ
ク
ラ
ス

タ
ー
会
議
」
を
開
く
。

Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
分
野
の
最
先

端
技
術
研
究
を
行
う
組
織
で

あ
り
な
が
ら
、
社
会
課
題
を

解
決
す
る
事
業
開
発
に
も
取

り
組
む
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
テ
ィ

ー
ラ
ボ
ラ
ト
リ
の
岩
崎
弘
利

社
長
が
登
壇
。
Ａ
Ｉ
の
発
展

が
も
た
ら
す
産
業
全
体
の
変

化
や
デ
ー
タ
を
扱
う
上
で
の

課
題
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、

今
後
不
可
欠
と
な
る
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
製
品
開
発
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
同
社
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
開
発
事
例
を
交
え
て

解
説
す
る
。
ま
た
、
岩
崎
社

長
と
、
Ａ
Ｉ
研
究
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
産
業
技
術
総
合

研
究
所
の
本
村
陽
一
首
席
研

究
員
、
大
企
業
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
。
次
々
と

新
た
な
技
術
が
生
ま
れ
、
あ

ら
ゆ
る
産
業
へ
実
装
が
進
め

ら
れ
る
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、
現

在
地
と
今
後
の
活
用
戦
略
を

整
理
す
る
。午
後
３
〜
５
時
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

業
種
別
で
は
、
金
属
が
５８

社（
前
回
４７
社
）、
建
設
・
建

材
が
１４
社
（
同
１０
社
）
と
、

川
上
か
ら
川
中
の
製
造
業
関

連
が
大
き
く
増
加
。
こ
れ
に

機
械
・
器
具
・
部
品
の
７９
社

（
同
７９
社
）
を
合
わ
せ
た
３

業
種
だ
け
で
、
会
場
の
１
フ

ロ
ア
を
占
め
る
社
数
が
集
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
。
工
業
製

品
の
現
物
を
展
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
の
リ

ア
ル
展
示
商
談
会
」
な
ら
で

は
の
特
色
が
、
存
分
に
発
揮

さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
東
和
浩
副

会
頭
が
「
万
博
で
大
阪
の
中

小
企
業
の
展
示
が
注
目
さ
れ

た
よ
う
に
、
大
阪
勧
業
展
で

も
中
小
企
業
の
技
術
、
サ
ー

ビ
ス
を
直
接
体
感
し
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
発
見
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

出
展
者
か
ら
は
「
来
場
者

も
多
く
出
展
し
て
良
か
っ

た
」「
具
体
的
な
商
談
が
あ
り

新
規
契
約
に
結
び
付
い
た
」

「
出
品
を
予
告
し
て
い
た
展

示
物
・
提
案
を
見
た
お
客
様

が
自
ら
ブ
ー
ス
に
お
越
し
い

た
だ
い
た
」「
ブ
ラ
ン
ド
認
知

度
の
向
上
に
効
果
が
あ
っ

た
」「
ブ
ー
ス
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
方
が
多
く
良
か
っ

た
」「
今
ま
で
把
握
で
き
て
い

な
か
っ
た
ニ
ー
ズ
が
つ
か
め

た
」「
見
込
み
客
の
方
と
出
会

え
た
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ

た
。

来
場
者
か
ら
は
「
出
展
者

の
説
明
が
丁
寧
だ
っ
た
」「
出

展
企
業
が
多
く
、
活
気
が
あ

っ
た
」「
次
回
も
来
場
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

２７
日
、
地
元
金
融
機
関
な
ど

の
協
力
を
得
て
、「
金
融
力
強

化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

特
別
講
演
で
は
、
Ｉ
Ｔ
人

材
ゼ
ロ
の
中
小
企
業
を
Ｄ
Ｘ

日
本
一
に
導
き
、
組
織
を
再

生
さ
せ
た
実
践
事
例
を
持
つ

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ

ｓ
の
松
本
め
ぐ
み
代
表
取
締

役
が
、
全
社
員
が
会
計
数
字

を
共
通
言
語
と
し
て
経
営
者

マ
イ
ン
ド
を
持
つ
た
め
の

「
風
船
会
計
メ
ソ
ッ
ド
」
の

具
体
的
な
手
法
と
組
織
を
動

か
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
語
る
。
ま
た
、
大
阪
府

が
金
融
施
策
を
案
内
す
る
。

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
大
阪

信
用
金
庫
、
大
阪
シ
テ
ィ
信

用
金
庫
、
大
阪
商
工
信
用
金

庫
、北
お
お
さ
か
信
用
金
庫
、

永
和
信
用
金
庫
、
関
西
み
ら

い
銀
行
、
大
阪
信
用
保
証
協

会
、日
本
政
策
金
融
公
庫
が
、

資
金
調
達
に
有
用
な
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
簡
単

な
相
談
に
応
じ
る
。

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

（
ロ
ビ
ー
で
の
情
報
提
供
は

午
後
１
時
３０
分
か
ら
）、大
商

で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
１
月

２８
日
、
お
お
さ
か
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
、
大

阪
府
立
環
境
農
林
水
産
総
合

研
究
所
、
大
阪
府
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

と
共
催
で
、「
中
小
事
業
者
の

た
め
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

近
畿
経
済
産
業
局
が
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
め
ぐ

る
国
の
最
新
状
況
に
つ
い

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
が
Ａ
Ｉ
分
析
を
活
用
し
た

省
エ
ネ
の
実
践
例
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

企
業
の
取
り
組
み
事
例
と

し
て
、「
未
来
の
コ
ト
」
は
、

同
社
が
開
発
す
る
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、「
加
平
」
は
、
脱
炭

素
化
を
進
め
た
自
社
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
表
す

る
。
午
後
２
〜
４
時
、
大
商

と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
部
�
６
９

４
４
・
６
３
０
０

�
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
資
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
展
示
�
大
阪
・
関
西
万
博
の
パ
ビ

リ
オ
ン
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
説
明
を
聞
く
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
中
央
）
�
い
ず
れ
も
１２
月

３
日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大
阪
市
中
央
区
）

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
２
月
１０
日
、
大
阪
取
引

所
と
共
催
で
五
代
友
厚
生
誕

１
９
０
年
記
念
講
演
会
「
堂

島
米
市
場
の
再
興
と
五
代
友

厚
〜
米
価
の
安
定
を
目
指
し

て
」
を
開
く
。

米
価
安
定
は
い
つ
の
時
代

も
庶
民
生
活
に
と
っ
て
重
要

な
テ
ー
マ
。
そ
こ
で
、
江
戸

末
期
、
世
界
初
の
先
物
取
引

が
行
わ
れ
た
大
坂
堂
島
米
市

場
や
同
米
市
場
の
再
興
を
目

指
し
た
五
代
友
厚
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
神
戸
大
学
経

済
経
営
研
究
所
の
�
槻
泰
郎

准
教
授
が
講
演
す
る
。
午
後

３
時
〜
４
時
３０
分
、
同
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
２
月
１９
日
、
開
催
中
の

特
別
展
示
「
夢
を
求
め
て
走

れ
！

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
創

業
者
・
石
橋
信
夫
か
ら
受
け

継
が
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
」（
会
期
は

３
月
１４
日
ま
で
）
に
あ
わ
せ

講
演
会
を
開
く
。

講
師
は
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

の
芳
井
敬
一
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
大
阪
商
工
会
議
所
副
会

頭
）。戦後

、
日
本
の
住
宅
不
足

の
解
消
に
つ
な
が
る
プ
レ
ハ

ブ
住
宅
を
生
み
出
し
、
住
宅

産
業
の
工
業
化
、
地
方
活
性

化
、
海
外
進
出
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
石
橋
信
夫
氏
の
事
績

や
今
年
度
創
業
７０
周
年
を
迎

え
た
同
社
の
躍
進
の
歴
史
、

積
極
的
に
社
会
課
題
解
決
型

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
先
駆
け

と
し
て
急
成
長
を
遂
げ
て
い

る
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
語

る
。午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
、

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
２
月
２６
日
、講
演
会「
成

長
企
業
に
み
る
パ
ー
パ
ス
経

営
の
実
践
〜
町
工
場
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
へ
の
超
進

化
」
を
開
く
。

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
事
業
の

撤
退
危
機
や
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
の
激
化
を
乗
り
越
え
、
昨

年
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
ダ
イ
キ
ン
工
業
。

世
界
１
２
５
カ
所
の
生
産

拠
点
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
１０

万
人
を
擁
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
躍
進
を
続
け
る
同
社

に
つ
い
て
、
京
都
先
端
科
学

大
学
国
際
学
術
研
究
院
の
名

和
高
司
教
授
が
「
パ
ー
パ
ス

経
営
」
の
視
点
か
ら
語
る
。

午
後
３
時
〜
４
時
３０
分
、
同

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１

月
１６
日
、「
基
礎
か
ら
押
さ
え

る
�

ア
ジ
ア
地
域
の
債
権

回
収
と
紛
争
解
決
は
こ
う
す

る
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
債

権
回
収
は
資
産
調
査
が
容
易

で
な
い
た
め
難
し
い
も
の
。

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
豊

富
な
実
務
経
験
を
有
す
る
各

国
専
門
の
弁
護
士
が
、
実
務

的
観
点
か
ら
債
権
回
収
に
必

要
な
心
構
え
や
基
礎
情
報
・

手
続
き
、
特
筆
す
べ
き
国
の

実
態
と
対
策
に
つ
い
て
解
説

す
る
。
午
後
２
〜
４
時
、
東

支
部
で
。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３

５
８
・
６
１
１
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１２

月
３
〜
４
日
、
マ
イ
ド
ー
ム

お
お
さ
か（
大
阪
市
中
央
区
）

２
階
ロ
ビ
ー
で
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
フ
ェ
ア
２
０
２
５
」
を
開

催
し
た
（
大
阪
勧
業
展
２
０

２
５
と
併
催
）。

同
フ
ェ
ア
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
資
す

る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

す
る
展
示
商
談
会
。
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
を
含
む
１０
社

の
展
示
に
加
え
、
特
別
展
示

と
し
て
、
大
阪
・
関
西
万
博

で
披
露
さ
れ
た
製
品
の
リ
バ

イ
バ
ル
展
示
を
「
衣
・
食
・

住
」
の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
て
行
っ
た
。

「
衣
」
で
は
、
各
パ
ビ
リ

オ
ン
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ユ

ニ
ホ
ー
ム
や
、
リ
ボ
ー
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
披
露
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
繊
維
製
品
を
展
示
。

「
食
」
で
は
、
万
博
に
関
わ

っ
た
企
業
も
多
く
運
営
参
加

す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
フ
ェ
」

を
オ
ー
プ
ン
。「
住
」
で
は
、

万
博
会
場
で
休
憩
所
と
し
て

活
躍
し
た
、
竹
中
工
務
店
の

「
森
に
な
る
建
築
（
模
型
）
」

を
展
示
し
た
。

万
博
リ
バ
イ
バ
ル
展
示
を

行
う
こ
と
で
、
万
博
に
関
わ

っ
た
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資

す
る
技
術
・
取
り
組
み
が
認

知
さ
れ
、
来
場
者
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
の
機
会
を
創
出
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法（
通
称
�
下
請
法
）」

が
名
称
変
更
・
改
正
さ
れ
、

今
年
１
月
か
ら
「
中
小
受
託

取
引
適
正
化
法
、（
通
称
�
取

適
法
）」と
な
っ
た
。
主
な
改

正
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お

り
。

（
１
）
協
議
に
応
じ
な
い
一

方
的
な
価
格
決
定
の
禁
止

（
２
）
手
形
払
等
の
禁
止

（
３
）
適
用
基
準
に
従
業
員

基
準
を
追
加

（
４
）
対
象
取
引
に
特
定
運

送
委
託
を
追
加

大
阪
商
工
会
議
所
の
経
営

相
談
室
で
は
、「
取
適
法
（
旧

・
下
請
法
）・
独
占
禁
止
法
」

の
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、

公
正
取
引
委
員
会
の
担
当
者

が
本
改
正
法
に
つ
い
て
個
別

相
談
に
対
応
し
て
い
る
。
原

則
、
第
１
木
曜
日
午
前
１０
時

〜
正
午（
休
館
日
を
除
く
）。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

１７
日
、
医
療
機
器
企
業
に
対

し
、
も
の
づ
く
り
企
業
な
ど

が
自
社
の
技
術
や
部
素
材
な

ど
を
売
り
込
む
「
医
療
機
器

企
業
へ
の
売
り
込
み
商
談

会
」
を
開
く
。

買
い
手
側
の
医
療
機
器
企

業
と
し
て
、
カ
イ
ゲ
ン
フ
ァ

ー
マ
、
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
ヘ
ル

ス
、
常
光
、
大
研
医
器
の
４

社
が
参
加
。
売
り
込
み
を
希

望
す
る
企
業
は
、
買
い
手
企

業
が
あ
ら
か
じ
め
開
示
し
た

商
談
希
望
内
容
に
応
じ
て
、

提
案
し
た
い
技
術
や
部
素
材

な
ど
を
事
務
局
に
連
絡
。
買

い
手
企
業
が
取
引
の
可
能
性

が
あ
る
売
り
込
み
企
業
を
事

前
に
選
ん
で
商
談
す
る
。
当

日
は
経
験
豊
富
な
大
商
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
同
席
。

加
え
て
売
り
込
み
企
業
の
う

ち
、
希
望
者
に
は
事
前
に
ウ

ェ
ブ
面
談
を
行
い
商
談
に
向

け
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

大阪商工会議所は、２０２５年日
本国際博覧会に関する取り組み
報告を作成した。
５５年ぶりの地元開催となった
万博の成功に向け、総力をあげ
て取り組んできた活動実績を取
りまとめ、関係者に共有すると
ともに、今後の大規模イベント

開催時に参考とすることが目
的。同報告書は、大商の２０２５年
日本国際博覧会協力推進本部の
ホームページからダウンロード
することができる。
問合せ 地域振興部

�６９４４・６３２３

大阪商工会議所は、「メンタル
ヘルス・マネジメント検定試
験」第４０回公開試験の受験申し
込みの受け付けを１月２３日から
開始する。締め切りは２月５日
まで（コンビニ店頭決済は２月
１日まで）。
同検定は、心の不調の未然防
止を目的として、職場での役割
に応じたメンタルヘルスケアの
知識や対処方法の習得を目指す

もの。
第４０回公開試験は、３月１５日

に大阪・東京など全国１５都市で
開催。
受験コースは、▽管理職対象

の�種（ラインケアコース）▽
一般社員が対象の�種（セルフ
ケアコース）の２コー
スで実施。
問合せ 検定担当

�６９４４・６４３０

◆小売部会
日 時 ２月１３日１０：３０～１１：４５
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「来店客を増やす�観

光のチカラ�」近畿大学経
営学部の高橋一夫教授

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４４０

◆情報・通信部会
日 時 ２月１７日１５：３０～１７：３０
場 所 大阪商工会議所
議題� 副部会長の選任
議題� 常任委員の委嘱
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「アトラシアンはど

のようにユニコーン企業
となったか～豪州ソフト
ウェア企業から学ぶ成功
の秘訣（仮題）」アトラシ

アンの岩佐晶子・スケー
ルドセールスマネージャ
ー

議題	 名刺交換・交流会
問合せ 産業・技術振興担当

�６９４４・６３００
◆金融部会
金融部会員限定

日 時 ２月１９日１０：２０～１１：３０
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「最近の経済情勢と

財政の現状等について」
坂口和家男・近畿財務局
長

問合せ 企画広報室
�６９４４・６３０４

◆建設・建材部会
日 時 ２月２６日１０：００～１１：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「新たな関西広域地

方計画の方向性と計画実

現に向けた戦略（仮題）」
齋藤博之・近畿地方整備
局長

問合せ 地域振興部
�６９４４・６３２３

◆厳罰法制あり
安全保障貿易管
理体制セミナー【初級編】
ビジネスのグローバル化が進展

する一方で、軍事転用が可能な技
術・製品などの秘密情報が国外へ
流出するリスクが高まっている。
安全保障貿易管理の重要性や社

内での輸出管理体制整備など、企
業が取り組むべきポイントについ
て、専門家が解説する。中小企業
の方限定で個別相談会も実施。
日 時 １月２１日１４：００～１８：００

（個別相談会１６：３０～）
場 所 大阪商工会議所

またはオンライ
ン

問合せ 国際部
�６９４４・６４１１

２０２５年大阪・関西万博交通円
滑化推進会議（大阪商工会議所、
大阪府、大阪市、公益社団法人
２０２５年日本国際博覧会協会など
で構成）は、万博来場者の円滑
な移動と都市活動の両立を目指
すＴＤＭ（交通需要マネジメン
ト）への協力を広く呼びかけ、

閉幕までに万博ＴＤＭパートナ
ー数は、１６４４件、３６８４事業所と
なった。
混雑時間帯の回避や通勤ルー

トの変更などにご協力いただき
誠にありがとうございました。
問合せ 地域振興部

�６９４４・６３２３

令
和
８
年
度
与
党
税
制
改
正

大
綱
に
つ
い
て

高
市
政
権
が
目
指
す
「
強

い
経
済
」
の
構
築
に
向
け
、

国
内
の
大
規
模
・
高
付
加
価

値
な
投
資
を
推
進
す
る
大
胆

な
設
備
投
資
促
進
税
制
が
創

設
さ
れ
た
ほ
か
、
戦
略
分
野

の
研
究
開
発
等
を
加
速
す
る

研
究
開
発
税
制
の
延
長
・
拡

充
等
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る
税
制

が
措
置
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

す
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
が
最
重

点
項
目
と
し
て
要
望
し
て
い

た
事
業
承
継
税
制
特
例
措
置

に
つ
い
て
、
特
例
承
継
計
画

の
提
出
期
限
が
延
長
さ
れ
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
。一
方
で
、

企
業
ご
と
に
事
業
承
継
の
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
は
異
な
る

た
め
、
中
小
企
業
の
将
来
的

な
成
長
や
変
革
を
後
押
し
す

る
た
め
に
も
、
特
例
措
置
並

み
の
支
援
策
の
継
続
を
改
め

て
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
係
る
負
担
軽
減
措
置
が
延

長
・
拡
充
さ
れ
た
こ
と
を
歓

迎
す
る
。
今
後
も
、
イ
ン
ボ

イ
ス
導
入
に
伴
う
事
業
者
の

事
務
負
担
コ
ス
ト
の
実
態
等

を
的
確
に
把
握
し
、
制
度
の

見
直
し
を
図
ら
れ
た
い
。

（
１２
月
１９
日
）

大阪勧業展に９２５９人来場
中小企業の技術・サービスを体感できる機会

今
月
か
ら
取
適
法
施
行

大
商
で
相
談
に
対
応

カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア

▼詳細は
こちら

万
博
の
リ
バ
イ
バ
ル
展
示
も

�大阪勧業展の開会式でテープカットに臨む大商の東
和浩副会頭（左から４人目）と山本博史流通活性化委
員長（小倉屋山本社長、左端）ら�会場を視察し、出
展者と交流する大商の鳥井信吾会頭（左）	１２月３日、
マイドームおおさか（大阪市中央区）

▼詳細は
こちら

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

１０－１２月期

五
代
友
厚
生
誕
１９０
年
記
念
講
演
会

経
営
・
経
済
動
向
調
査

２２００２２５５年年日日本本国国際際博博覧覧会会にに関関すするる取取りり組組みみ報報告告をを作作成成

万万博博ＴＴＤＤＭＭパパーートトナナーーごご協協力力のの御御礼礼

堂
島
米
市
場
の
再
興
と
五
代
友
厚

▼詳細は
こちら

自
社
業
況
は
２
期
連
続
プ
ラ
ス

松本めぐみ氏

「風船会計」
手法を紹介

金 融 力
強化セミナー

▼詳細は
こちら

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
芳
井
会
長

創
業
者
・
石
橋
信
夫
氏
の
事
績
語
る

芳井敬一氏

▼詳細は
こちら

Ｎ
ｅ
ｏ
マ
テ
リ
ア
ル
／
モ
ビ
リ
テ
ィ
／
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

▼詳細は
こちら

３
ク
ラ
ス
タ
ー
合
同
会
議

テ
ー
マ
は�
自
動
運
航
船
�

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

Ａ
Ｉ
社
会
の
未
来
展
望
と
課
題

デ
ン
ソ
ー
Ｉ
Ｔ
Ｌ
ａ
ｂ
岩
崎
社
長
が
講
演

▼詳細は
こちら

Ａ
Ｉ
分
析
を
活
用
し
た

省
エ
ネ
実
践
例
を
解
説

ア
ジ
ア
地
域
の
債
権
回
収

１月３０日まで

大
阪
城
東
部
地
区
に
お
け
る

専
門
弁
護
士
が
対
策
を
解
説

実
証
実
験
を
公
募

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

メメンンタタルルヘヘルルスス・・ママネネジジメメンントト検検定定試試験験 受験申し込みは
１月２３日から

成
長
企
業
に
み
る

パ
ー
パ
ス
経
営
の
実
践

２月１７日

自社技術・部素材を
提案するチャンス

医療機器企業へ

部会の最新情報
はこちらから

２０２６年（令和８年）１月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９０（５）



２０２５年大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリオン「リボ
ーンチャレンジ」では、４００社以上の中小企業・スタートアッ
プが出展した。大阪商工会議所が実施主体となった展示に出
展した企業の中から４社に万博を振り返っていただくととも
に、今後の展望を聞いた。

世
界
が
直
面
す
る
社
会
課

題
の
解
決
に
向
け
、
引
き
戸

の
開
閉
で
電
気
を
つ
く
る

「
生
活
発
電
シ
ス
テ
ム
」
を

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ

ン
の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
Ａ
；
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
に
出
展
し
た
の

は
、
ユ
ニ
オ
ン
ド
ア
テ
ッ
ク

（
大
阪
市
）。
同
社
は
、
ド
ア

ハ
ン
ド
ル
メ
ー
カ
ー
日
本
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
の
ユ
ニ
オ
ン

（
同
）
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

メ
ー
カ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
テ
ッ

ク
（
名
古
屋
市
）
が
出
資
し

て
設
立
さ
れ
た
。

万
博
会
場
に
設
置
さ
れ
た

緑
色
の
引
き
戸「
未
来
の
扉
」

に
は
、「
倍
速
ギ
ア
シ
ス
テ

ム
」
と
「
自
動
扉
開
閉
シ
ス

テ
ム
」
の
２
つ
の
特
許
が
使

わ
れ
て
い
る
。「
倍
速
ギ
ア
シ

ス
テ
ム
」
は
わ
ず
か
数
十
�

の
動
き
を
、
何
十
倍
に
も
増

幅
さ
せ
る
運
動
力
学
を
応
用

し
た
発
電
シ
ス
テ
ム
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
を
、「
自

動
扉
開
閉
シ
ス
テ
ム
」
は
吊

り
下
げ
式
引
き
戸
を
自
動
ド

ア
に
す
る
こ
と
で
高
齢
者
も

軽
い
力
で
引
き
戸
の
開
閉
が

で
き
る
こ
と
で
高
齢
化
社
会

の
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
を
目

指
す
。

出
展
期
間
の
１
週
間
で
約

１
万
２
千
人
が
体
験
。
１
万

回
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
倍

速
ギ
ア
シ
ス
テ
ム
に
不
具
合

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
改

良
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
の

が
、
千
葉
県
成
田
市
か
ら
来

場
し
た
女
子
高
校
生
が
こ
の

引
き
戸
の
説
明
を
熱
心
に
聞

い
て
何
回
も
体
験
し
て
く
れ

た
こ
と
。
万
博
閉
幕
後
に
お

礼
の
手
紙
が
会
社
に
届
き
、

「
機
会
が
あ
れ
ば
会
社
に
訪

問
し
た
い
」
と
も
つ
づ
ら
れ

て
い
た
。
若
い
世
代
が
関
心

を
持
っ
て
く
れ
、
万
博
に
出

展
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
振

り
返
る
。

万
博
は
閉
幕
し
た
が
、
終

わ
り
で
は
な
く
、「
生
活
発
電

シ
ス
テ
ム
」
の
実
用
化
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。「
１
９

７
０
年
大
阪
万
博
で
披
露
さ

れ
た
動
く
歩
道
や
缶
コ
ー
ヒ

ー
が
今
で
は
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
発

の
技
術
と
し
て
５
年
後
か
１０

年
後
に
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
実
用
化
し
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。

「
９０
歳
に
な
っ
て
も
ハ
イ

ヒ
ー
ル
の
履
け
る
人
生
を

�
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大

阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン

の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
実
現
す
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
空
間
」
に

出
展
し
た
の
が
、V

IV
IA

N
A
N
O
V
A
N
T
A

（
大

阪
市
）
の
山
口
マ
ユ
ウ
代
表

取
締
役
。

証
券
会
社
で
営
業
を
し
て

い
た
が
、
自
ら
の
高
身
長
を

活
か
し
た
仕
事
が
し
た
い
と

モ
デ
ル
に
転
身
し
た
。
寝
た

き
り
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と
い

う
思
い
で
、
現
在
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
専
門
ス
タ
ジ
オ
を
経

営
し
、講
演
・
イ
ベ
ン
ト
・
テ

レ
ビ
通
販
も
行
っ
て
い
る
。

万
博
に
は
、
靴
に
入
れ
て

歩
く
と
、
歩
行
年
齢
や
姿
勢

癖
、
足
指
力
が
わ
か
る
人
工

知
能（
Ａ
Ｉ
）セ
ン
サ
ー
付
き

の
イ
ン
ソ
ー
ル
（
美
歩
行
Ａ

Ｉ
）
を
出
展
。
こ
れ
は
豊
田

合
成
が
開
発
し
た
も
の
。
こ

の
イ
ン
ソ
ー
ル
に
よ
る
歩
行

分
析
の
体
験
に
対
す
る
来
場

者
の
関
心
は
高
く
、会
期
中
、

ほ
ぼ
１
時
間
待
ち
の
状
態

で
、千
人
超
が
体
験
し
た
。

外
国
人
の
体
験
者
と
は
言

葉
は
通
じ
な
く
て
も
、
笑
顔

に
な
っ
て
も
ら
え
た
。
楽
し

く
美
し
歩
き
続
け
た
と
い
う

気
持
ち
は
世
代
を
超
え
て
、

万
国
共
通
だ
と
確
信
し
た
。

万
博
会
場
の
よ
う
に
人
が

多
く
電
波
状
況
が
悪
く
な
り

が
ち
な
場
所
で
も
美
歩
行
Ａ

Ｉ
が
正
確
に
動
く
よ
う
精
度

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
。

万
博
出
展
後
は
、
群
馬
県

庁
と
群
馬
大
学
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
高
崎
と
と
も
に
糖
尿
病

予
備
軍
の
方
を
対
象
に
Ａ
Ｉ

イ
ン
ソ
ー
ル
を
使
っ
て
正
し

く
歩
い
て
も
ら
い
血
糖
値
を

下
げ
て
い
く
取
り
組
み
に
も

参
画
。

病
気
予
防
に
い
か
に
お
金

を
出
し
て
も
ら
う
か
が
一
番

の
課
題
だ
。「
健
康
に
な
ろ

う
」
と
中
高
年
齢
者
に
呼
び

か
け
て
も
、
心
に
響
か
な
い

と
も
。「
ハ
イ
ヒ
ー
ル
」
と
か

「
ゴ
ル
フ
」
と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
引
き
付
け

て
い
き
た
い
。

５６
歳
と
な
っ
た
今
、
自
ら

も
２
０
２
６
年
３
月
の
パ
リ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
出
演
に
挑

戦
す
る
。
そ
の
場
で
Ａ
Ｉ
イ

ン
ソ
ー
ル
を
使
っ
て
脚
の
ケ

ア
を
し
よ
う
と
世
界
に
発
信

し
た
い
と
意
気
込
む
。 約１２，０００人が「未来の扉」で「生活発電シ

ステム」を体験した�２０２５年８月、大阪・
関西万博会場

千人超がＡＩセンサー付きのインソー
ルによる歩行分析を体験した�２０２５年
５月、大阪・関西万博会場

「
究
極
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
化
粧
品
」「
未
来
の
化
粧
品

は
感
動
も
の
！
」
を
大
阪
ヘ

ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の
リ

ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
終

週
の
「
身
近
な
課
題
や
世
界

の
お
困
り
ご
と
を
大
阪
の
町

工
場
が
解
決
し
ま
す
！
」
に

出
展
し
た
の
が
、
プ
リ
マ
ー

ル
（
大
阪
府
摂
津
市
）。

同
社
は
１
９
９
６
年
設
立

の
化
粧
品
製
造
会
社
で
、
現

代
表
者
は
２
代
目
の
西
陽
介

社
長
。
創
業
以
来
、
自
然
派

化
粧
品
を
中
心
に
約
２
５
０

０
品
種
を
開
発
し
て
き
た
。

そ
の
延
長
線
上
で
５
年
前
か

ら
全
て
の
製
造
工
程
で
酸
素

を
除
い
て
製
品
の
安
定
化
を

図
る「
脱
酸
素
製
法
」と
い
う

技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
レ
チ

ノ
ー
ル
、
ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン

な
ど
酸
化
に
弱
い
不
安
定
原

料
を
安
定
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
万
博
は
こ
の
「
脱
酸

素
製
法
」
を
世
界
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
と

ら
え
て
出
展
を
決
意
し
た
。

協
業
し
て
い
る
壽
香
料

（
大
阪
市
）
と
出
展
し
た
の

は
、「
究
極
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
化
粧
品
」
の
ブ
ー
ス
。
香

り
と
容
器
の
デ
ザ
イ
ン
を
Ａ

Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用

し
、
体
験
型
の
展
示
を
行
っ

た
。
１
週
間
で
約
３
０
０
０

人
が
来
場
。来
場
者
か
ら「
い

つ
販
売
す
る
の
か
」「
肌
診
断

は
で
き
る
の
か
」
と
関
心
を

集
め
た
。
こ
の
化
粧
品
に
つ

い
て
は
協
力
会
社
５
社
と
開

発
を
進
め
て
い
る
が
、
２
年

後
の
販
売
を
目
指
す
こ
と
で

一
致
し
て
い
る
。

「
未
来
の
化
粧
品
は
感
動

も
の
！
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、

鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
未
来
の

コ
ス
メ
の
あ
り
方
を
展
示
。

自
然
の
ま
ま
の
色
や
香
り
を

コ
ス
メ
に
展
開
す
る
も
の

で
、
バ
ラ
の
花
で
作
っ
た
化

粧
品
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

普
通
の
製
法
と
比
べ
て
脱
酸

素
製
法
で
は
香
り
が
よ
い
と

好
評
だ
っ
た
。
人
気
の
韓
国

や
中
国
の
コ
ス
メ
に
対
し
、

日
本
初
の
脱
酸
素
製
法
を
用

い
た
化
粧
品
を
商
品
化
し
て

人
気
を
博
す
可
能
性
を
つ
か

め
た
。
２
０
２
６
年
１
月
の

化
粧
品
開
発
展
や
海
外
展
開

も
視
野
に
入
れ
て
、
積
極
的

に
販
路
開
拓
し
て
い
く
。

「
宙
に
浮
く
靴
」
を
共
創

し
、
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ

リ
オ
ン
の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
基

づ
く
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
の
未
来
共
創
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
出
展
し
た
の
が
、

リ
ゲ
ッ
タ
（
大
阪
市
）
の
高

本
泰
朗
代
表
取
締
役
。

同
社
は
、
履
い
た
時
に
土

踏
ま
ず
が
フ
ィ
ッ
ト
す
る
気

持
ち
よ
さ
、
歩
き
出
す
と
足

が
前
に
進
む
感
覚
を
味
わ
え

る
靴
「
リ
ゲ
ッ
タ
」
で
知
ら

れ
る
靴
メ
ー
カ
ー
。
リ
ゲ
ッ

タ
と
い
う
社
名
と
商
品
名
に

は
日
本
古
来
の
履
物
で
あ
る

下
駄
を
も
う
一
度
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

万
博
の
出
展
が
決
ま
り
、

喜
ん
だ
も
の
の
そ
こ
か
ら
が

大
変
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

と
も
に
出
展
す
る
企
業
と
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
結

果
、「
宙
に
浮
く
靴
」
を
作
る

こ
と
に
な
っ
た
。
堅
い
地
面

を
歩
く
靴
を
作
っ
て
喜
ば
れ

て
き
た
企
業
が
果
た
し
て

「
宙
に
浮
く
靴
」
を
作
れ
る

の
か
。
不
安
に
な
っ
た
が
、

万
博
は
実
現
可
能
な
も
の
を

出
展
す
る
場
で
は
な
く
、
で

き
そ
う
に
も
な
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
場
で
あ
る
と
気
持
ち

を
切
り
替
え
た
。

共
創
す
る
企
業
と
と
も
に

工
夫
を
重
ね
、
万
博
会
期
終

盤
の
９
月
下
旬
、
電
磁
石
の

反
発
を
利
用
し
て
空
中
に
浮

か
せ
、特
殊
な
ゴ
ム
素
材（
山

本
化
学
工
業
）
を
使
用
し
た

「
宙
に
浮
く
靴
」
を
展
示
し

た
。
こ
れ
を
見
た
瞬
間
、
多

く
の
来
場
者
が
目
を
見
開
い

て
驚
い
た
。
な
か
で
も
、
遠

足
で
訪
れ
た
中
学
生
の
一
言

に
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ

れ
た
。「
す
げ
ぇ
。
俺
、
万
博

に
来
た
っ
て
気
が
し
た
」

万
博
に
出
展
し
た
こ
と

で
、
も
の
づ
く
り
企
業
は
人

が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
づ
く

り
を
続
け
な
い
と
い
け
な
い

と
再
認
識
し
た
。
万
博
出
展

と
い
う
目
標
に
向
け
て
他
社

の
方
と
関
わ
り
合
う
こ
と

で
、
社
員
の
成
長
が
見
ら
れ

た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
だ
。

「
楽
し
く
歩
く
人
を
ふ
や

す
」
が
同
社
の
経
営
理
念
。

今
は
ま
だ
「
宙
に
浮
く
靴
」

の
実
用
化
の
め
ど
は
立
っ
て

い
な
い
が
、
介
護
現
場
で
働

く
人
の
負
担
を
軽
く
し
た

り
、
歩
行
に
困
難
を
抱
え
た

人
に
歩
く
こ
と
に
希
望
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
挑

戦
は
続
く
。

鮮度にこだわった未来のコスメの展示が来場
者の人気を集めた�２０２５年１０月、大阪・関西
万博会場

「宙に浮く靴」の展示は多くの来場者
を驚かせた�２０２５年９月、大阪・関西
万博会場

高瀬 淳氏

ユニオンドアテック
取締役 営業本部長

プリマール
社長

西 陽介氏

万博とその先へ

山口マユウ氏
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代表取締役

リゲッタ
代表取締役
高本泰朗氏
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